
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

No．365号 

令 和 元 年 1 0 月 1 日 

大平地区公民館発行 

℡ 982-0171 

那
須
与
一
ゆ
か
り
の
地
に
ち
な
ん
だ

弓
矢
で
扇
を
射
落
と
す
「
那
須
与
一
に
挑

戦
」
が
終
わ
る
頃
に
は
、
辺
り
も
す
っ
か

り
暗
く
な
り
、
い
よ
い
よ
盆
踊
り
大
会
の

始
ま
り
で
す
。
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
、
子

供
か
ら
高
齢
者
ま
で
大
勢
の
人
が
幾
重

に
も
櫓
を
囲
み
、
炭
坑
節
や
花
笠
音
頭
、

新
曲
を
加
え
た
５
曲
を
踊
り
ま
し
た
。 

お
祭
り
の
最
後
に
は
抽
選
会
が
行
わ

れ
、
抽
選
番
号
が
発
表
さ
れ
る
た
び
に
、

配
ら
れ
た
団
扇
に
書
か
れ
た
番
号
を
確

認
し
、「
お
し
い
！
」「
当
た
っ
た
！
」「
こ

の
番
号
当
た
っ
と
る
？
」
と
隣
の
人
に
聞

い
た
り
と
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
歓
声

が
あ
が
り
、
最
後
ま
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 

  

櫓
や
テ
ン
ト
、
客
席
の
設
営
が
行
わ

れ
、
祭
り
の
舞
台
も
完
成
し
、
小
雨
も

落
ち
涼
し
さ
も
増
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
、
峠
の
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
太
鼓
の
迫
力

あ
る
呼
び
込
み
太
鼓
で
夏
祭
り
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。 

今
年
も
開
催
テ
ー
マ
を
『
区
民
に
よ

る
区
民
で
つ
く
る
区
民
の
ま
つ
り
・
歌

っ
て
踊
っ
て
輪
に
な
っ
て 

和
』
を
掲

げ
、
夏
祭
り
の
象
徴
で
あ
る
盆
踊
り
を

メ
イ
ン
に
開
催
し
ま
し
た
。 

式
典
の
後
、
南
山
崎
小
学
校
の
児
童

や
各
地
区
か
ら
選
ば
れ
た
代
表
の
皆
さ

ん
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
行
わ
れ
、

素
敵
な
歌
声
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
２
回
目
の
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
太
鼓

の
演
奏
と
、
お
っ
と
っ
と
一
座
に
よ
る

ス
コ
ッ
プ
三
味
線
の
演
技
が
行
わ
れ
、

息
の
あ
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
会
場

は
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。 

 

地
区
別
人
権
・同
和
教
育 

「南
山
崎
地
区
ふ
れ
あ
い
学
習
会
」 

８
月
２１
日
（
水
）
・
２４
日
（
土
）
の
両

日
、
午
後
７
時
か
ら
、
大
平
地
区
公
民
館

で
「
南
山
崎
地
区
ふ
れ
あ
い
学
習
教
室
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
の
学
習
会
は
、
例
年
各
集
会
所
に
出

向
い
て
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
地
区
別
人

権
・
同
和
教
育
懇
談
会
を
一
箇
所
２
回
開

催
に
集
約
し
、
あ
ら
ゆ
る
年
代
の
方
の
参

加
を
目
標
に
し
て
今
年
度
は
形
態
を
変
え

て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

「第
２６
回
大
平
夏
ま
つ
り
」 

８
月
３１
日
（
土
）
ＪＡ
南
山
崎
経
済
セ
ン
タ

ー
集
荷
場
倉
庫
（
旧
園
芸
倉
庫
）
で
、「
第
２６

回
大
平
夏
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
朝
早
く
か
ら
多
く
の
関
係
者
に

準
備
の
た
め
集
ま
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

そ
の
時
か
ら
雲
行
き
が
怪
し
く
、
そ
の
後
の

天
気
予
報
も
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た

た
め
、
残
念
な
が
ら
も
屋
外
で
の
開
催
を
諦

め
、
ま
つ
り
会
場
を
屋
内
に
変
更
し
、
ＪＡ
南

山
崎
経
済
セ
ン
タ
ー
集
荷
場
倉
庫
（
旧
園
芸

倉
庫
）
を
お
借
り
し
て
、
準
備
を
し
ま
し
た
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□□□ １０月の行事予定 □□□ 

◇南山崎小学校・防災キャンプ 

５日（土）8：00 ～ ６日（日）南山崎小学校 

◇地方祭 

１３日（日） 

◇南山にこにこ食堂 

２６日（土）11：30 大平地区公民館駐車場 

「南
山
崎
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
」 

第
１
回 
み
ん
な
集
ま
れ
「
南
山
に
こ
に
こ
食
堂
」
を
開
催
し
ま
す
。 

◎ 

日
時 
令
和
元
年
１０
月
２６
日
（
土
） 

 
 

 
 

 

午
前
１１
時
３０
分 

～ 

午
後
１
時
３０
分
ま
で 

◎ 

場
所 

大
平
地
区
公
民
館 

駐
車
場
（
雨
天
時
・
緑
風
館
） 

「
南
山
に
こ
に
こ
食
堂
」
は
、
希
薄
化
し
た
人
間
関
係
や
、
多
様
化
し
た
地
域

の
問
題
に
つ
い
て
「
食
」
を
通
し
て
改
善
し
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
笑
顔
で
ふ
れ

あ
え
る
地
域
の
居
場
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

メ
ニ
ュ
ー
は
「
カ
レ
ー
＆
サ
ラ
ダ
」、
大
人
３００
円
で
、
学
生
は
無
料
で
す
。 

多
く
の
方
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
使用済み天ぷら油の回収にご協力ください 

  

 ごみ減量化及びＣＯ２削減を目的として使用済

み天ぷら油の回収を大平地区公民館でも実施し

ています。 

 お持ち込みいただいた天ぷら油は、クリーンな

エネルギーのバイオ燃料として再活用されます。

以下の手順で、ご用意の上、回収場所までお持ち

込みください。 

 回収する天ぷら油は、使用済みのもの若しくは

賞味期限切れのものです。 

 《持ち込み手順》 

①天ぷら・フライを揚げた油を網やクッキングペ

ーパーでこし、天かすなどの不純物を取り除い

てください。 

②ロートを使ってペットボトル（ラベルをはがし

てよく洗ったもの）に①を入れてください。 

 ※油はよく冷ましてから入れてください。 

③油が漏れないようにしっかりとキャップを閉

めてください。 

 賞味期限切れのものは、ラベルをはがさず、開

封しないでそのままの状態でお持ちください。 

回 収 場 所  大平地区公民館 

        （事務室にお声掛けください） 

回 収 時 間  平日の開庁時間 

（８；３０～１７：１５） 

回収できる油  植物性の食用油で液体状のも

の、菜種油、大豆油、コーン油、

紅ばな油、ゴマ油等（家庭で使

用したものに限ります） 

回収できない油 牛脂やラードなどの動物性油、

バターやマーガリンなどの固

体状のもの、事業所から出た油 


